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中野を経済交流の拠点とした太い連携

子どもが架け橋となる自治体間連携

例年、 多くの人たちでにぎわう 「江戸川区民ま

つり」 のフレンド広場

毎
年
９
月
上
旬
に
中
野
区
役
所
前
広
場
で
開
催
し

て
い
る

「な
か
の
里
・
ま
ち
マ
ル
シ
ェ
」

輪

野
区中

戸
江

川
区

Administrator
折れ線



朝
採
れ
野
菜
を
運
ぶ
直
行
バ
ス

　
茨
城
交
通
株
式
会
社
の
高
速
バ
ス
は
、

常
陸
太
田
市
か
ら
新
宿
ま
で
約
３
時
間
で

結
ん
で
い
ま
す
。
朝
、
常
陸
太
田
市
内
の

車
庫
を
出
発
し
た
高
速
バ
ス
は
「
道
の
駅

ひ
た
ち
お
お
た
」
で
、
地
元
で
朝
採
れ
た

ば
か
り
の
新
鮮
な
野
菜
や
果
物
を
ト
ラ
ン

ク
に
積
み
ま
す
。
乗
客
と
採
れ
た
て
野
菜

な
ど
を
乗
せ
た
高
速
バ
ス
は
新
宿
で
乗
客

を
降
ろ
し
た
後
、
中
野
区
内
の
車
庫
に
向

か
い
ま
す
。
ト
ラ
ン
ク
に
乗
せ
た
新
鮮
な

野
菜
や
果
物
は
、
午
後
に
は
中
野
区
内
の

ス
ー
パ
ー
な
ど
の
店
頭
に
並
び
ま
す
。

　
こ
う
し
て
中
野
区
民
は
常
陸
太
田
の
産

地
で
採
れ
た
新
鮮
な
野
菜
な
ど
を
、
そ
の

日
の
う
ち
に
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

生
産
者
と
消
費
者
を
結
ぶ
こ
の
取
り
組
み

は
、
昨
年
８
月
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　
常
陸
太
田
市
と
中
野
区
は
、「
な
か
の

里
・
ま
ち
連
携
事
業
」
で
連
携
し
て
い
ま

す
。
中
野
区
は
２
０
０
９
（
平
成
21
）
年

３
月
に
喜
多
方
市
、
常
陸
太
田
市
、
館
山

市
、
甲
州
市
、
２
０
１
２
（
平
成
24
）
年

９
月
に
み
な
か
み
町
と
、「
な
か
の
里
・

ま
ち
連
携
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
連
携
宣
言
で
は
「
ま
ち
（
都
市
）
と
里

（
地
方
）
が
距
離
を
超
え
て
手
を
つ
な
ぎ

合
い
、
住
民
同
士
、
顔
の
見
え
る
関
係
を

作
り
出
し
、
新
し
い
形
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
形
成
す
る
こ
と
で
、
地
域
本
来

の
魅
力
や
豊
か
な
資
産
を
生
か
し
合
い
、

補
い
合
っ
て
、
互
い
に
住
民
が
よ
り
よ
く

生
き
ら
れ
る
地
域
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
て
い

ま
す
。

中野を経済交流の拠点とした太い連携

　
地
方
都
市
で
は
過
疎
化
に
よ
る
人
口
減
少
・
後
継
者
不
足
や
地
場
産
業
の
衰

退
と
い
っ
た
問
題
に
直
面
し
て
い
る
一
方
、
大
都
市
で
は
人
口
過
密
や
環
境
問
題
、

自
然
と
触
れ
合
う
機
会
の
減
少
と
い
っ
た
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
両

者
の
お
互
い
の
強
み
を
生
か
し
て
弱
み
を
補
い
合
い
、
課
題
を
解
決
し
よ
う
と
い

う
取
り
組
み
が
、
中
野
区
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
中
野
区
は
﹁
な
か
の
里
・
ま
ち

連
携
事
業
﹂
を
通
じ
て
、
福
島
県
喜き

た
か
た
し

多
方
市
、
茨
城
県
常ひ

た
ち
お
お
た
し

陸
太
田
市
、
群
馬
県
み

な
か
み
町ま

ち

、
千
葉
県
館た

て
や
ま
し

山
市
、
山
梨
県
甲こ

う
し
ゅ
う
し

州
市
の
５
自
治
体
と
連
携
し
て
い
ま
す
。

  

住
民
同
士
が
顔
の
見
え
る
関
係
を
構
築
す
る

常陸太田市から新鮮な野菜を運んだ高速バス。 中央であいさつするのが

田中大輔中野区長
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連
携
事
業
は
、
①
人
を
結
ぶ
観
光
・
体

験
交
流
②
暮
ら
し
を
結
ぶ
経
済
交
流
③
自

然
を
守
る
環
境
交
流
―
―
の
３
本
柱
。
常

陸
太
田
市
か
ら
新
鮮
な
野
菜
な
ど
を
高
速

バ
ス
で
中
野
区
内
に
直
送
す
る
取
り
組
み

は
、
②
に
当
た
り
ま
す
。

　
中
野
区
は
、
地
方
の
生
産
者
と
区
内
の

商
店
街
や
ス
ー
パ
ー
を
つ
な
ぐ
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
９
月
上
旬
に
区
役
所
前
広
場
で
開

催
し
て
い
る
「
な
か
の
里
・
ま
ち
マ
ル

シ
ェ
」
は
、
五
つ
の
連
携
自
治
体
の
様
々

な
特
産
品
が
日
替
わ
り
で
集
合
す
る
物
産

展
で
す
。

　
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、
区

内
各
所
で
日
常
的
に
連
携
自
治
体
の
特
産

品
に
出
会
え
る
機
会
が
提
供
さ
れ
る
よ

う
、
生
産
者
と
区
内
事
業
者
相
互
の
経
済

交
流
を
促
進
さ
せ
る
た
め
、
交
流
会
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

区
が
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
お
手
伝
い

　
中
野
区
都
市
政
策
推
進
室（
都
市
観
光
・

地
域
活
性
化
分
野
）
で
は
、
中
野
区
内
の

町
会
・
自
治
会
、
地
区
委
員
会
、
日
本
赤

十
字
社
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の

地
域
団
体
に
、〝
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
オ
ー

ダ
ー
受
け
ま
す
！
〟
と
呼
び
掛
け
る
チ
ラ

シ
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
区
民
と
地
方
都
市
の
人
た
ち
が
交
流
を

深
め
、
顔
の
見
え
る
関
係
を
作
っ
て
い
く

た
め
に
は
、ま
ず
お
互
い
の
土
地
を
作
り
、

人
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
こ
で
、

中
野
区
が
そ
う
し
た
体
験
交
流
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
ま
す
。

　「
専
用
の
田
ん
ぼ
を
借
り
て
、
み
ん
な

で
米
作
り
体
験
」「
農
家
に
民
泊
し
て
、

農
業
体
験
」
…
中
野
区
の
担
当
者
が
連
携

自
治
体
の
担
当
者
と
調
整
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
旅
行
目
的
に
合
っ
た
現
地
情
報
を
提
供

し
て
く
れ
ま
す
。

　
連
携
自
治
体
側
が
受
け
身
で
は
な
く
、

ア
ピ
ー
ル
に
熱
心
で
あ
る
こ
と
も
、
こ
の

連
携
事
業
の
特
徴
で
す
。

　
甲
州
市
は
、
全
国
屈
指
の
ぶ
ど
う
と
ワ

イ
ン
の
ま
ち
。
個
性
豊
か
な
ワ
イ
ナ
リ
ー

は
30
社
以
上
も
あ
り
、
そ
こ
で
醸
造
さ
れ

た
ワ
イ
ン
は
、
中
野
区
の
酒
屋
で
買
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
甲
州
市
の
生
産
者
は
、

区
内
の
酒
屋
に
ワ
イ
ン
を
置
い
た
り
、
区

は
区
内
の
飲
食
店
や
酒
屋
の
人
に
現
地
の

ワ
イ
ナ
リ
ー
の
生
産
現
場
を
見
て
も
ら
う

現
地
事
業
者
交
流
会
を
実
施
す
る
な
ど
、

積
極
的
に
交
流
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
連
携
自
治
体
は
、
中
野
区
民
に
観
光
な

ど
で
訪
れ
て
も
ら
お
う
と
、
様
々
な
メ

ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
喜
多
方
市
は
農
家
民
宿
を
20
％
割
り
引

き
で
利
用
で
き
、
協
賛
店
で
使
え
る
お
得

な
ク
ー
ポ
ン
券
の
配
布
を
区
役
所
で
行
っ

て
い
ま
す
。
常
陸
太
田
市
は
貸
し
切
り
バ

ス
で
市
内
を
観
光
す
る
団
体
旅
行
に
対

し
、
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
７
月

か
ら
は
、
加
盟
店
で
の
観
光
・
宿
泊
・
食

事
・
買
物
に
使
え
る
５
千
円
分
の
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
旅
行
券
を
３
千
円
で
販
売
し
ま

し
た
。

　
み
な
か
み
町
で
は
、
中
野
区
民
に
は
、

提
携
す
る
宿
泊
施
設
や
体
験
施
設
の
利
用

料
金
が
10
％
割
り
引
き
。
館
山
市
は
、
た

て
や
ま
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
に
加
入
す
る
と

様
々
な
特
典
が
あ
り
ま
す
。

自
然
環
境
を
守
り
育
て
る
取
り

組
み
も

　
中
野
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
森
林

資
源
を
保
有
す
る
連
携
自
治
体
と
連
携
し

て
、
現
地
の
植
林
や
森
林
整
備
の
支
援
に

よ
り
得
ら
れ
る
Ｃ
Ｏ
２

の
吸
収
量
に
よ
っ

て
、
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
度
か
ら
は
み

な
か
み
町
や
土
地
所
有
者
と
５
年
間
の
協

定
を
締
結
し
、
牧
場
跡
地
に
設
け
た
「
中

野
の
森
」（
約
15
㌶
）
で
年
間
約
６
千
本

の
植
林
を
行
っ
て
い
ま
す
。２
０
１
５（
平

成
27
）
年
７
月
か
ら
は
喜
多
方
市
と
５
年

間
の
協
定
を
締
結
し
、
間
伐
し
た
森
林
に

よ
る
Ｃ
Ｏ
２

吸
収
分
の
オ
フ
セ
ッ
ト
・
ク

レ
ジ
ッ
ト
（
J
―
V
E
R
）
を
年
間
60

㌧
分
（
Ｃ
Ｏ
２

換
算
）
購
入
す
る
こ
と
で
、

森
林
整
備
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

みなかみ町で開かれた中野の森看板除幕式

ふ
る
さ
と
納
税
で
地
方
と
連
携

　
中
野
区
は
昨
年
10
月
か
ら
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
と
し
て
、
連
携
自
治
体
の

特
産
品
な
ど
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
返
礼

品
は
、「
な
か
の
里
・
ま
ち
連
携
事
業
」

に
参
加
す
る
連
携
自
治
体
だ
け
で
は
な

く
、
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
加
す
る
自
治
体
の
特
産
品
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
昨
年
度
は
約
１
９
０
０
万
円
の

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
寄
付
は
、
自
治
体

間
連
携
事
業
や
哲
学
堂
公
園
の
整
備
費
用

な
ど
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
返
礼
品
を
提
供
す
る
地
方
側
は
、
中
野

区
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
で
寄
付
金
が
入
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
元
の
特
産

品
が
使
わ
れ
、
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

中
野
区
の
担
当
者
は
「
ふ
る
さ
と
納
税
は

歳
入
源
と
い
う
よ
り
、
中
野
区
と
連
携
す

る
地
方
都
市
の
経
済
活
性
化
に
つ
な
が
る

の
が
狙
い
」
と
話
し
ま
す
。

連
携
の
肝
は
顔
の
見
え
る
関
係

　
中
野
区
と
な
か
の
里
・
ま
ち
連
携
自
治

体
は
、
日
帰
り
で
中
野
区
と
行
き
来
で
き

る
基
礎
自
治
体
で
あ
る
こ
と
が
共
通
点
で

す
。
常
陸
太
田
市
で
朝
採
れ
た
新
鮮
な
野

菜
が
そ
の
日
の
う
ち
に
中
野
区
内
の
ス
ー

パ
ー
や
商
店
街
で
手
に
入
る
の
も
、
こ
の

距
離
が
利
点
で
す
。

　
な
か
の
里
・
ま
ち
連
携
自
治
体
と
の
付

き
合
い
は
、
行
政
主
導
で
は
な
く
、
地
元

の
生
産
者
と
中
野
区
の
ス
ー
パ
ー
や
商
店

街
、
飲
食
店
な
ど
民
間
交
流
が
ベ
ー
ス
で

す
。
住
民
が
主
役
で
、
行
政
は
あ
く
ま
で

黒
子
役
に
徹
し
ま
す
。

　
住
民
同
士
が
顔
の
見
え
る
関
係
を
構
築

し
、
中
野
区
を
経
済
交
流
の
拠
点
と
し
て

地
方
都
市
の
経
済
活
性
化
に
寄
与
し
て
い

く
。
そ
れ
が
、
区
民
に
と
っ
て
は
第
二
の

ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
結
び
付
く
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。「
な
か
の
里
・
ま
ち
連
携
事
業
」

は
、
中
野
区
を
拠
点
と
し
て
連
携
都
市
と

の
顔
と
顔
が
見
え
る
太
い
パ
イ
プ
を
こ
れ

か
ら
も
構
築
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

中野区にふるさと納税すると、 甲州ウイスキーが

返礼品に
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連
携
事
業
は
、
①
人
を
結
ぶ
観
光
・
体

験
交
流
②
暮
ら
し
を
結
ぶ
経
済
交
流
③
自

然
を
守
る
環
境
交
流
―
―
の
３
本
柱
。
常

陸
太
田
市
か
ら
新
鮮
な
野
菜
な
ど
を
高
速

バ
ス
で
中
野
区
内
に
直
送
す
る
取
り
組
み

は
、
②
に
当
た
り
ま
す
。

　
中
野
区
は
、
地
方
の
生
産
者
と
区
内
の

商
店
街
や
ス
ー
パ
ー
を
つ
な
ぐ
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
９
月
上
旬
に
区
役
所
前
広
場
で
開

催
し
て
い
る
「
な
か
の
里
・
ま
ち
マ
ル

シ
ェ
」
は
、
五
つ
の
連
携
自
治
体
の
様
々

な
特
産
品
が
日
替
わ
り
で
集
合
す
る
物
産

展
で
す
。

　
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、
区

内
各
所
で
日
常
的
に
連
携
自
治
体
の
特
産

品
に
出
会
え
る
機
会
が
提
供
さ
れ
る
よ

う
、
生
産
者
と
区
内
事
業
者
相
互
の
経
済

交
流
を
促
進
さ
せ
る
た
め
、
交
流
会
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

区
が
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
お
手
伝
い

　
中
野
区
都
市
政
策
推
進
室（
都
市
観
光
・

地
域
活
性
化
分
野
）
で
は
、
中
野
区
内
の

町
会
・
自
治
会
、
地
区
委
員
会
、
日
本
赤

十
字
社
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の

地
域
団
体
に
、〝
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
オ
ー

ダ
ー
受
け
ま
す
！
〟
と
呼
び
掛
け
る
チ
ラ

シ
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
区
民
と
地
方
都
市
の
人
た
ち
が
交
流
を

深
め
、
顔
の
見
え
る
関
係
を
作
っ
て
い
く

た
め
に
は
、ま
ず
お
互
い
の
土
地
を
作
り
、

人
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
こ
で
、

中
野
区
が
そ
う
し
た
体
験
交
流
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
ま
す
。

　「
専
用
の
田
ん
ぼ
を
借
り
て
、
み
ん
な

で
米
作
り
体
験
」「
農
家
に
民
泊
し
て
、

農
業
体
験
」
…
中
野
区
の
担
当
者
が
連
携

自
治
体
の
担
当
者
と
調
整
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
旅
行
目
的
に
合
っ
た
現
地
情
報
を
提
供

し
て
く
れ
ま
す
。

　
連
携
自
治
体
側
が
受
け
身
で
は
な
く
、

ア
ピ
ー
ル
に
熱
心
で
あ
る
こ
と
も
、
こ
の

連
携
事
業
の
特
徴
で
す
。

　
甲
州
市
は
、
全
国
屈
指
の
ぶ
ど
う
と
ワ

イ
ン
の
ま
ち
。
個
性
豊
か
な
ワ
イ
ナ
リ
ー

は
30
社
以
上
も
あ
り
、
そ
こ
で
醸
造
さ
れ

た
ワ
イ
ン
は
、
中
野
区
の
酒
屋
で
買
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
甲
州
市
の
生
産
者
は
、

区
内
の
酒
屋
に
ワ
イ
ン
を
置
い
た
り
、
区

は
区
内
の
飲
食
店
や
酒
屋
の
人
に
現
地
の

ワ
イ
ナ
リ
ー
の
生
産
現
場
を
見
て
も
ら
う

現
地
事
業
者
交
流
会
を
実
施
す
る
な
ど
、

積
極
的
に
交
流
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
連
携
自
治
体
は
、
中
野
区
民
に
観
光
な

ど
で
訪
れ
て
も
ら
お
う
と
、
様
々
な
メ

ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
喜
多
方
市
は
農
家
民
宿
を
20
％
割
り
引

き
で
利
用
で
き
、
協
賛
店
で
使
え
る
お
得

な
ク
ー
ポ
ン
券
の
配
布
を
区
役
所
で
行
っ

て
い
ま
す
。
常
陸
太
田
市
は
貸
し
切
り
バ

ス
で
市
内
を
観
光
す
る
団
体
旅
行
に
対

し
、
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
７
月

か
ら
は
、
加
盟
店
で
の
観
光
・
宿
泊
・
食

事
・
買
物
に
使
え
る
５
千
円
分
の
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
旅
行
券
を
３
千
円
で
販
売
し
ま

し
た
。

　
み
な
か
み
町
で
は
、
中
野
区
民
に
は
、

提
携
す
る
宿
泊
施
設
や
体
験
施
設
の
利
用

料
金
が
10
％
割
り
引
き
。
館
山
市
は
、
た

て
や
ま
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
に
加
入
す
る
と

様
々
な
特
典
が
あ
り
ま
す
。

自
然
環
境
を
守
り
育
て
る
取
り

組
み
も

　
中
野
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
森
林

資
源
を
保
有
す
る
連
携
自
治
体
と
連
携
し

て
、
現
地
の
植
林
や
森
林
整
備
の
支
援
に

よ
り
得
ら
れ
る
Ｃ
Ｏ
２

の
吸
収
量
に
よ
っ

て
、
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
度
か
ら
は
み

な
か
み
町
や
土
地
所
有
者
と
５
年
間
の
協

定
を
締
結
し
、
牧
場
跡
地
に
設
け
た
「
中

野
の
森
」（
約
15
㌶
）
で
年
間
約
６
千
本

の
植
林
を
行
っ
て
い
ま
す
。２
０
１
５（
平

成
27
）
年
７
月
か
ら
は
喜
多
方
市
と
５
年

間
の
協
定
を
締
結
し
、
間
伐
し
た
森
林
に

よ
る
Ｃ
Ｏ
２

吸
収
分
の
オ
フ
セ
ッ
ト
・
ク

レ
ジ
ッ
ト
（
J
―
V
E
R
）
を
年
間
60

㌧
分
（
Ｃ
Ｏ
２

換
算
）
購
入
す
る
こ
と
で
、

森
林
整
備
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

みなかみ町で開かれた中野の森看板除幕式

ふ
る
さ
と
納
税
で
地
方
と
連
携

　
中
野
区
は
昨
年
10
月
か
ら
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
と
し
て
、
連
携
自
治
体
の

特
産
品
な
ど
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
返
礼

品
は
、「
な
か
の
里
・
ま
ち
連
携
事
業
」

に
参
加
す
る
連
携
自
治
体
だ
け
で
は
な

く
、
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
加
す
る
自
治
体
の
特
産
品
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
昨
年
度
は
約
１
９
０
０
万
円
の

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
寄
付
は
、
自
治
体

間
連
携
事
業
や
哲
学
堂
公
園
の
整
備
費
用

な
ど
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
返
礼
品
を
提
供
す
る
地
方
側
は
、
中
野

区
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
で
寄
付
金
が
入
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
元
の
特
産

品
が
使
わ
れ
、
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

中
野
区
の
担
当
者
は
「
ふ
る
さ
と
納
税
は

歳
入
源
と
い
う
よ
り
、
中
野
区
と
連
携
す

る
地
方
都
市
の
経
済
活
性
化
に
つ
な
が
る

の
が
狙
い
」
と
話
し
ま
す
。

連
携
の
肝
は
顔
の
見
え
る
関
係

　
中
野
区
と
な
か
の
里
・
ま
ち
連
携
自
治

体
は
、
日
帰
り
で
中
野
区
と
行
き
来
で
き

る
基
礎
自
治
体
で
あ
る
こ
と
が
共
通
点
で

す
。
常
陸
太
田
市
で
朝
採
れ
た
新
鮮
な
野

菜
が
そ
の
日
の
う
ち
に
中
野
区
内
の
ス
ー

パ
ー
や
商
店
街
で
手
に
入
る
の
も
、
こ
の

距
離
が
利
点
で
す
。

　
な
か
の
里
・
ま
ち
連
携
自
治
体
と
の
付

き
合
い
は
、
行
政
主
導
で
は
な
く
、
地
元

の
生
産
者
と
中
野
区
の
ス
ー
パ
ー
や
商
店

街
、
飲
食
店
な
ど
民
間
交
流
が
ベ
ー
ス
で

す
。
住
民
が
主
役
で
、
行
政
は
あ
く
ま
で

黒
子
役
に
徹
し
ま
す
。

　
住
民
同
士
が
顔
の
見
え
る
関
係
を
構
築

し
、
中
野
区
を
経
済
交
流
の
拠
点
と
し
て

地
方
都
市
の
経
済
活
性
化
に
寄
与
し
て
い

く
。
そ
れ
が
、
区
民
に
と
っ
て
は
第
二
の

ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
結
び
付
く
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。「
な
か
の
里
・
ま
ち
連
携
事
業
」

は
、
中
野
区
を
拠
点
と
し
て
連
携
都
市
と

の
顔
と
顔
が
見
え
る
太
い
パ
イ
プ
を
こ
れ

か
ら
も
構
築
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

中野区にふるさと納税すると、 甲州ウイスキーが

返礼品に

5


	区政会館だより330-表紙.pdf
	区政会館だより330-p03-05中野区.pdf

